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課題名

1１施設野菜の塩害に関する研究

（１）促成トマトに対するかんがい水及び土壊中のＮａＣｌ濃
度の限界

分類 (、
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試験研

究年次 １～２年（完了）

１日的

促成トマトに対するかんがい水及び土霞中のNac1濃度の許容限界を明ら
かにし、施設野菜の塩害対策資料とする。
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施肥コンテナ当たりN-P205‐Ｋ２０１５ｇ－ｌＯ良一１５９（有機配合）
収穫時期１月～４月
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かん水方法土壌のｐＦ値が２．３になったら、最大要‘水量に達するまで
コンテナ上部から各濃度の処理水をかん永一
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皿王妥成果の概要

促成トマトでは、全栽培期間中かん水する場合のかんがい水のＣｌ‐濃度は
150ppmが上限値であり、栽培期間中の土壊中のＣ1-濃度の上限値は300～４００
ppmである。

１ C1-濃度が150ppmのかんがい水を全栽培期間かん水すると、収量はやや
減少するが、糖度は上昇し、品質が向上する。300ppm以上のかんがい水
を全期間かん水すると、糖度は上昇するが、収量は井戸水区の70%以下
になる。

２土壊中のＣｌ-濃度が高くなるほど収量は低くなり、

３

ると収量は井戸水かん水区の８０%以下になる＠
300～400ppmを超え

土製中のＣ1-濃度が高くなるほど果実の糖度、酸度は高くなり、果実"硬
度は硬くなる。
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Ⅳ主要成い果の具体的データ
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第１表生育、収量、果実の品質及び跡地土顎の性質

注）①第３花房下3cmの部位の茎径

②藤原製果実硬度計（円錐型、基部径１２mm）で測定。
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Ｃ1-温度（PP目）Ｃ1-濃度（pp画）｡

第１図月別の土製のＣｌ-温度と第２図月別の土壊のＣ１＝濃度と

収量標準指:数（2年）果実糖度（２年）

注）果実の収量標準/指:数は、各区注）果実糖度は、各月毎の平均値を

の月別合計収量を井戸水かん水用い、土識のＣ１‐濃度は第１図と

に対する割合で算出し、土填の同禄に測定した

C1-濃度は各月の中旬に土霞を採

取して測定した。
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Ｖ成果の取扱と留意点

１埴土、填土は砂霞土より塩類濃度に対する緩衝力が大きいので、これ

らの地域における促成トマトの塩害対策の資料となる。

２土壊中~のＣｌ-湿度が300PPmを超える場合はかん水量を多くして洗い流す

ことが有効であるとともに、土頚の透水性を良好にし、過湿による根傷み

を防ぐことが重要である。

Ⅵ今後の研究上の問題点

Ⅶ資料
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